
近
代
に
発
明
さ
れ
た
万
葉
集
の
声
調
様
式
「
波
動
」

田

中

教

子

平
成
二
十
七
年
六
月
十
日
発
行

皇
學
館
論
叢
第
四
十
八
巻
第
三
号

抜
刷



研
究
ノ
ー
ト

皇
學
館
論
叢

第
四
十
八
巻
第
三
号

平
成
二
十
七
年
六
月
十
日

近
代
に
発
明
さ
れ
た
万
葉
集
の
声
調
様
式
「
波
動
」田

中

教

子

□

要

旨

斎
藤
茂
吉
に
代
表
さ
れ
る
近
代
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
万
葉
集
研
究
は
、

「
声
調
」
を
科
学
的
に
解
明
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
っ

た
。
こ
れ
ま
で
「
声
調
」
は
難
解
で
恣
意
的
な
も
の
と
見
ら
れ
て
き

た
。
だ
が
、
茂
吉
は
「
声
調
」
の
様
式
を
「
波
動
」「
屈
折
」「
圧
搾
」

「
顫
動
」「
ゆ
ら
ぎ
」
な
ど
の
物
理
学
用
語
で
分
類
し
て
い
る
。
こ
の

分
類
意
識
に
注
目
し
、
詳
細
に
見
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
り
、「
声
調
」

の
解
明
に
ち
か
づ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
今
回
は
「
波
動
」

に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

「
波
動
」
は
、
古
く
は
仏
典
や
杜
牧
の
詩
な
ど
の
漢
籍
お
よ
び
そ

の
類
書
『
藝
文
類
聚
』
の
な
か
に
見
え
る
語
で
あ
っ
た
が
、
明
治
に

入
っ
て
物
理
学
の
用
語
と
し
て
一
般
化
す
る
。
文
学
作
品
で
は
『
新

体
詩
抄
』
の
序
文
を
は
じ
め
、
北
村
透
谷
、
夏
目
漱
石
や
森
鷗
外
ら

も
「
波
動
」
を
用
い
た
。
和
歌
の
批
評
で
は
、
伊
藤
左
千
夫
が
万
葉

集
の
評
価
語
と
し
て
「
波
動
」
を
用
い
る
（「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
一

〇
年
一
月
号
）。
以
降
、
左
千
夫
の
影
響
が
ア
ラ
ラ
ギ
に
継
承
さ
れ
、

島
木
赤
彦
が
声
調
の
様
式
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
波
動
」
を
打
ち
出
す
。

つ
づ
い
て
斎
藤
茂
吉
は
、『
柿
本
人
麿
』
に
十
八
例
（
九
首
）、『
万

葉
秀
歌
』
に
五
例
（
四
首
）
の
「
波
動
」
を
用
い
る
。

茂
吉
は
、
赤
彦
の
「
波
動
」
を
ヒ
ン
ト
に
、
独
自
に
、
意
味
と
音

と
が
一
体
の
「
波
動
」
を
考
え
る
。
茂
吉
は
、
人
麻
呂
の
長
歌
に
代

表
さ
れ
る
音
の
連
続
、
対
句
の
繰
り
返
し
を
波
に
喩
え
る
。
ま
た
静
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止
、
省
略
な
ど
に
波
の
う
ね
り
、
音
の
た
か
な
り
を
物
理
学
の
「
波

動
」
を
も
っ
て
比
喩
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
茂
吉
は

「
声
調
」
を
意
味
と
音
が
一
体
化
し
た
も
の
と
捉
え
、
こ
こ
に
独
自

の
分
析
を
も
っ
て
万
葉
集
の
声
調
の
美
を
捉
え
よ
う
と
し
た
。
こ
れ

は
、
か
な
ら
ず
し
も
成
功
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
万
葉
集
の

美
を
科
学
し
よ
う
と
し
た
近
代
の
万
葉
集
研
究
の
一
つ
の
試
み
で

あ
っ
た
と
言
え
る
。

□

キ
ー
ワ
ー
ド

斎
藤
茂
吉

万
葉
集

声
調

物
理
的
用
語

波
動

一
、
は
じ
め
に

斎
藤
茂
吉
に
代
表
さ
れ
る
近
代
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
万
葉
集
研
究
に
は
、

声
調
を
科
学
的
に
分
析
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
あ
っ
た
。
五
味
保
義
は
次

の
よ
う
に
言
う
。

聲
調
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
、
科
學
的
に
証
そ
う
と
し
、
論
と
し
て

樹
て
た
所
に
茂
吉
の
面
目
が
あ
り
、
吾
々
の
心
眼
を
あ
ら
た
な
ら
し

め
る
所
の
も
の
で
あ
る
。

（「『
聲
調
』
と
い
ふ
言
葉
」「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
六
三
年
四
月
号
）

こ
の
五
味
保
義
の
言
葉
は
、
当
時
の
ア
ラ
ラ
ギ
会
員
の
自
負
を
よ
く
あ
ら

わ
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
斎
藤
茂
吉
が
声
調
を
科
学
的
に
分
析
し
得
た
と

と
ら
え
て
い
た
。

実
際
に
茂
吉
が
声
調
（
注
１
）を

科
学
的
に
分
析
し
得
た
か
ど
う
か
は
別
に
し

て
、
科
学
的
分
析
を
行
お
う
と
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
茂
吉
は
「
意

味
を
常
に
考
え
に
入
れ
な
が
ら
音
の
要
素
に
つ
い
て
吟
味
し
て
行
く
や
う

に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」（「
万
葉
短
歌
声
調
論
」）
（
注
２
）と

言
い
、
声
調
論
（「
短

歌
に
於
け
る
四
三
調
の
結
句
」「
万
葉
短
歌
声
調
論
」
な
ど
）
を
展
開
し
、

い
ず
れ
も
万
葉
集
を
重
ん
じ
、
万
葉
集
か
ら
実
作
の
方
法
を
学
ぼ
う
と
す

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
茂
吉
は
、
万
葉
集
の
注
釈
書
と
し
て

『
柿
本
人
麿
』『
万
葉
秀
歌
』
（
注
３
）を

あ
ら
わ
す
が
、
そ
の
中
に
声
調
の
様
式
の

ひ
と
つ
を
「
波
動
」
と
い
う
語
で
あ
ら
わ
し
て
い
る
。「
波
動
」
は
、
ア

ラ
ラ
ギ
系
の
短
歌
の
批
評
用
語
と
し
て
現
在
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る

が
、
い
ま
だ
詳
し
く
論
じ
ら
れ
た
も
の
は
な
い
（
注
４
）。

本
稿
は
、
茂
吉
の
「
波

動
」
が
ど
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
意
義
づ
け

し
て
い
る
か
を
考
え
た
い
。
近
代
の
声
調
と
い
う
難
解
な
概
念
を
理
解
す

る
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
こ
の
「
波
動
」
の
意
義
を
解
明
す
る
こ
と

が
有
効
性
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

近
代
に
発
明
さ
れ
た
万
葉
集
の
声
調
様
式
「
波
動
」（
田
中
）
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二
、
茂
吉
の
歌
論
に
用
い
ら
れ
る
ま
で
の
、

用
語
と
し
て
の
「
波
動
」

「
波
動
」
の
歴
史
を
遡
る
と
、
古
く
は
仏
典
や
杜
牧
の
詩
な
ど
の
漢
籍
、

お
よ
び
そ
の
類
書
『
藝
文
類
聚
』
の
な
か
に
見
え
る
（
注
５
）。

そ
の
後
、
こ
う
し

た
分
野
以
外
に
は
長
ら
く
用
い
ら
れ
ず
、
明
治
に
な
っ
て
興
る
近
代
科
学

の
先
駆
を
な
し
た
江
戸
時
代
の
蘭
学
の
書
（
注
６
）の

中
の
物
理
学
関
係
を
扱
っ
た

も
の
で
も
ま
だ
「
波
動
」
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
る
に
明
治
に
入
る

と
物
理
学
の
用
語
と
し
て
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
八
七
二
年
、
明
治
政
府
に
よ
り
学
制
が
制
定
さ
れ
る
と
、
欧
米
の
新

知
識
で
あ
る
物
理
に
注
目
が
あ
つ
ま
り
、
窮
理
ブ
ー
ム
が
お
こ
る
。
そ
う

し
た
時
代
の
中
で
小
中
学
校
、
師
範
学
校
の
教
科
書
と
し
て
編
纂
さ
れ
た

『
物
理
階
梯
』（
一
八
七
四
年
）
（
注
７
）は

、
明
治
前
半
期
に
も
っ
と
も
よ
く
読
ま

れ
た
物
理
書
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
書
に
は
、
ま
だ
「
波
動
」
の
使
用

は
な
く
、
同
時
期
に
や
や
遅
れ
て
出
版
さ
れ
た
『
小
学
物
理
書
』
（
注
８
）の

上
巻

「
第
二
十
章
音
學
」
に
至
っ
て
、

夫
レ
響
體
ノ
音
ヲ
發
ス
ル
ニ
方
リ
顫
動
ス
レ
ハ
其
顫
動
ヲ
周
囲
ノ
空

氣
ニ
伝
ヘ
コ
ノ
一
層
ノ
空
氣
顫
動
シ
之
ヲ
他
ノ
一
層
ノ
空
氣
ニ
伝
ヘ

終
ニ
来
テ
我
耳
ニ
入
ル
斯
ノ
如
ク
空
氣
ノ
動
ク
ヤ
恰
モ
石
ヲ
水
面
ニ

投
ス
レ
ハ
水
面
輪
漣
シ
波
動
ヲ
起
ス
カ
如
シ

（
※
傍
線
筆
者
）

と
「
波
動
」
が
比
喩
的
に
用
い
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
段
階
で
は
「
波
動
」

は
、
ま
だ
物
理
学
用
語
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
三
年
後
の
一
八
七
七
年
、

師
範
学
校
の
物
理
の
教
科
書
『
萬
有
七
科
理
学
』
（
注
９
）に

「
波
動
論
」
と
い
う

言
葉
が
見
え
る
。
同
じ
項
目
に
「
反
射
」「
屈
折
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

こ
れ
は
光
の
波
動
と
見
ら
れ
る
。
一
八
七
九
年
の
『
改
正
物
理
全
志
』
（
注
10
）で

は
、「
光
の
性
質
及
ビ
其
根
元
」
と
し
て
、「
波
動
説
」
で
は
な
く
「
波
及

説
」
と
さ
れ
て
い
る
。『
改
正
物
理
全
志
』
と
同
年
に
発
刊
さ
れ
た
『
物

理
学
』
（
注
11
）で

は
、
目
次
に
「
波
動
総
論
」
が
あ
り
、〔
水
ノ
波
動
〕〔
縄
索
ノ

波
動
〕〔
音
響
ノ
波
動
〕〔
音
ノ
振
動
数
並
ニ
波
動
ノ
長
径
ヲ
知
ル
ノ
法
〕

〔
一
處
ニ
定
住
ス
ル
所
ノ
大
気
ノ
波
動
〕
が
あ
る
。
ま
た
当
時
、
グ
ラ
ハ

ム
・
ベ
ル
に
よ
っ
て
電
話
機
が
発
明
さ
れ
、
そ
の
実
験
に
立
ち
会
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
岩
倉
使
節
団
の
小
宮
山
弘
道
が
一
八
八
〇
年
出
版
し
た
『
近

世
二
大
発
明
伝
話
機
蘇
言
機
』
（
注
12
）に

音
の
「
波
動
」
が
見
え
る
。
翌
一
八
八

一
年
出
版
の
東
京
帝
国
大
学
の
物
理
教
科
書
『
士
都
華
氏
物
理
學
』
（
注
13
）に

「
波
動
」
が
見
え
る
。
こ
の
波
動
は
振
子
と
音
の
波
動
で
あ
る
。
一
八
九

二
年
の
『
普
通
物
理
学
』
（
注
14
）に

光
の
波
動
説
と
い
う
言
葉
が
見
え
る
。
ち
な

み
に
当
時
は
ま
だ
エ
ー
テ
ル
の
存
在
が
信
じ
ら
れ
て
お
り
、
光
の
波
動
説

は
エ
ー
テ
ル
を
媒
介
物
と
し
て
い
る
と
説
い
て
い
る
。
一
八
九
三
年
の

『
物
理
学
原
論
』
（
注
15
）は

エ
ー
テ
ル
の
波
動
を
言
い
、『
近
世
物
理
学
』
（
注
16
）は

、
光

と
音
を
波
動
で
説
明
し
て
い
る
。
一
八
九
七
年
に
出
版
さ
れ
た
『
医
学
生

受
験
用

物
理
書
』
（
注
17
）は

、
水
に
も
「
波
動
」
を
用
い
る
。
こ
の
よ
う
に
明
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治
期
に
は
物
理
学
用
語
と
し
て
の
「
波
動
」
は
、
光
、
音
、
電
気
、
水
、

空
気
な
ど
の
説
明
に
、
使
用
さ
れ
は
じ
め
る
。
時
期
は
遅
れ
る
が
、
波
動

は
、
さ
ら
に
物
理
学
の
枠
を
越
え
て
さ
ま
ざ
ま
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
一
般
化
し
て
く
る
。

三
、
明
治
期
の
文
学
作
品
中
に
あ
ら
わ
れ
た
「
波
動
」

前
節
に
み
た
物
理
学
用
語
が
一
般
化
す
る
に
お
よ
ん
で
「
波
動
」
は
文

学
の
分
野
で
も
も
ち
い
ら
れ
る
。
は
や
く
一
八
八
二
年
、『
新
体
詩
抄
』

の
序
文
（
注
18
）に

は
「
光
線
波
動
ノ
説
」
な
る
表
現
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
文
に

は
実
態
の
説
明
は
な
く
、
新
時
代
を
象
徴
す
る
輝
か
し
い
知
識
の
ひ
と
つ

と
し
て
名
称
の
み
が
紹
介
さ
れ
る
。

一
八
九
四
年
に
な
る
と
、
北
村
透
谷
は
遺
作
と
な
っ
た
『
エ
マ
ル
ソ
ン
』
（
注
19
）

に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

彼
は
一
切
の
事
情
を
以
て
、
一
切
の
「
自
然
」
を
以
て
、
一
切
色
界

の
現
象
を
以
て
、
無
限
の
心
霊
の
反
映
と
認
め
た
り
。

之
を
以
て
、
彼
の
前
に
狂
乱
吼
ゆ
る
と
も
、
彼
の
後
に
懸
崖
倒
る
ゝ

と
も
、
彼
は
之
を
以
て
畏
怖
す
べ
き
者
と
思
は
ざ
る
な
り
。
無
常
流

転
は
彼
れ
之
を
知
れ
り
、
生
死
遷
滅
は
彼
れ
之
を
知
れ
り
、
然
れ
ど

も
彼
は
之
を
表
面
の
小
波
動
と
し
て
知
れ
り
、
彼
は
萬
物
の
奥
に
不

退
轉
の
霊
あ
る
を
認
め
て
之
を
信
じ
て
動
か
ず
。
（
※
傍
線
筆
者
）

北
村
透
谷
の
著
し
た
こ
の
『
エ
マ
ル
ソ
ン
』
に
は
、
科
学
的
用
語
が
多

用
さ
れ
て
お
り
、「
小
波
動
」
は
物
理
学
用
語
の
転
用
と
見
ら
れ
る
。「
小

波
動
」
は
、「
不
退
轉
の
霊
」
か
ら
見
れ
ば
「
生
死
遷
滅
」
は
些
細
な
で

き
ご
と
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
比
喩
で
あ
る
。
こ
う
し
た
『
エ
マ
ル
ソ
ン
』

に
お
け
る
科
学
用
語
の
多
用
は
、
北
村
透
谷
の
言
語
感
覚
と
い
う
よ
り

も
、
エ
マ
ー
ソ
ン
の
「
T
he
O
verSoul」（
一
八
四
一
年
）
な
ど
に
科
学

用
語
が
用
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
の
影
響
と
見
ら
れ
る
。

こ
の
の
ち
、
夏
目
漱
石
や
森
鷗
外
も
「
波
動
」
を
用
い
る
。
一
九
〇
五

年
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』、
一
九
〇
五
年
『
幻
影
の
楯
』
の
「
波
動
」
は

影
響
の
意
味
で
あ
る
。
鷗
外
の
一
九
〇
九
年
「
仮
名
遣
意
見
」、
一
九
一

一
年
『
カ
ズ
イ
ス
チ
カ
』
も
影
響
の
意
で
用
い
て
い
る
が
、
一
九
〇
九
年

『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
に
な
る
と
物
理
学
的
な
用
語
と
し
て
の
「
波

動
」
を
用
い
る
。
物
理
学
書
以
外
に
見
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
「
波
動
」
の
用

法
は
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

①
波
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・『
米
欧
回
覧
実
記
』
（
注
20
）

②
物
理
学
用
語
・
・
・
・
・
・『
エ
マ
ル
ソ
ン
』
（
注
19
）、

『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
（
注
21
）

③
物
事
へ
の
影
響
・
・
・
・
・
『吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
（
注
22
）、『幻

影
の
楯
』
（
注
23
）

「
仮
名
遣
意
見
｣
（
注
24
）、『カ

ズ
イ
ス
チ
カ
』
（
注
25
）

こ
う
し
た
明
治
の
文
学
作
品
に
み
え
る
三
つ
の
用
い
方
の
う
ち
、
伊
藤

左
千
夫
が
『
萬
葉
集
新
釋
』
に
用
い
た
「
波
動
」
は
、
物
理
学
用
語
か
ら

近
代
に
発
明
さ
れ
た
万
葉
集
の
声
調
様
式
「
波
動
」（
田
中
）
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万
葉
集
の
評
価
の
用
語
に
転
用
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
次
節
以
降
で
考
え
て
み
た
い
。

四
、
万
葉
集
の
評
価
語
｢波
動
｣か
ら
声
調
様
式
の
｢波
動
｣へ

四
―
一
、
伊
藤
左
千
夫
の
「
波
動
」

伊
藤
左
千
夫
の
『
萬
葉
集
新
釋
』
は
一
九
〇
四
年
よ
り
雑
誌
「
ア
ラ
ラ

ギ
」
に
連
載
が
開
始
さ
れ
、
一
九
一
〇
年
一
月
に
額
田
王
の
三
輪
山
の
歌

（
巻
一
・
十
七
）

う
ま
さ
け
、
み
わ
の
山
、
青
丹
よ
し
、
奈
良
の
山
の
、
山
の
間
ゆ
、

い
か
く
る
ま
で
、
道
の
く
ま
、
い
つ
も
る
ま
で
に
、
つ
ば
ら
か
に
も
、

見
つ
ゝ
ゆ
か
む
を
、
し
ば
／
＼
も
、
見
さ
か
む
山
を
、
心
な
く
、
雲

乃
、
隱
さ
ふ
べ
し
や

を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
歌
に
つ
い
て
伊
藤
左
千
夫
は
次
の
よ
う
に
言

う
。（
傍
線
引
用
者
、
以
下
同
じ
）

第
五
句
以
下
は
層
々
と
し
て
寄
せ
返
す
波
の
如
く
に
、
情
緒
の
波
動

を
勢
に
任
せ
て
、
一
句
は
一
句
よ
り
強
く
「
心
無
く
」「
雲
の
隱
さ

ふ
べ
し
や
」
と
熱
情
の
極
、
雲
に
も
山
に
も
命
令
せ
ん
許
り
に
呌
破

し
て
居
る
の
で
あ
る
。

こ
の
な
か
で
伊
藤
左
千
夫
の
い
う
「
情
緒
の
波
動
」
と
は
、
情
緒
か
ら

起
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
ぶ
り
が
連
続
し
て
現
れ
、
つ
の
っ
て
ゆ
く
も
の
を

表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
左
千
夫
は
、
目
に
見
え
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
っ
て
第
五
句
以
下
が
「
一
句
は
一
句
よ
り
強
く
」
な
り
、
つ
い
に
は

「
熱
情
の
極
」
と
な
る
と
い
う
。
第
五
句
以
下
と
は
「
山
の
間
ゆ
、
い
か

く
る
ま
で
、
道
の
く
ま
、
い
つ
も
る
ま
で
に
、
つ
ば
ら
か
に
も
、
見
つ
ゝ

ゆ
か
む
を
、
し
ば
／マ

＼マ

も
、
見
さ
か
む
山
を
、
心
な
く
、
雲マ

乃マ

、
隱
さ
ふ

べ
し
や
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。「
一
句
は
一
句
よ
り
強
く
」
は
、「
い
か

く
る
」「
い
つ
も
る
」
の
強
意
の
接
続
語
「
い
」
音
の
響
き
、「
や
ま
」「
間

（
ま
）」「
ま
で
」「
み
ち
の
く
ま
」「
ま
で
」
の
「
ま
」
の
音
の
連
続
と
句

切
れ
の
な
さ
を
さ
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
表
現
方
法
を
「
波
動
」
と
呼
ん

だ
の
で
あ
る
。
こ
の
「
波
動
」
が
用
い
ら
れ
た
背
景
に
は
時
代
的
要
求
が

あ
っ
た
。
伊
藤
左
千
夫
は
、
窮
理
の
用
語
を
用
い
て
万
葉
集
を
評
価
す
る

斬
新
な
試
み
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
伊
藤
左
千
夫
の
「
波
動
」
は
、
こ

の
後
ア
ラ
ラ
ギ
会
員
に
う
け
つ
が
れ
て
ゆ
く
（
注
26
）。

四
―
二
、
島
木
赤
彦
の
「
波
動
」

島
木
赤
彦
は
、『
萬
葉
集
の
鑑
賞
及
び
其
批
評
』
（
注
27
）に

二
例
（
二
首
）、『
歌

道
小
見
』
（
注
28
）に

三
例
（
一
首
）「
波
動
」
を
用
い
て
い
る
。『
萬
葉
集
の
鑑
賞

及
び
其
批
評
』
に
「
波
動
」
と
す
る
歌
は
巻
一
・
七
四
と
巻
三
・
四
一
六

の
歌
で
あ
る
。
巻
一
・
七
四
番
歌
、
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三
吉
野
の
山
の
嵐
の
寒
け
く
に
は
た
や
今
夜
も
我
が
獨マ

寢マ

む

に
つ
い
て
赤
彦
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

此
歌
全
體
に
意
と
調
と
暢
達
し
て
居
り
、
中
へ
「
は
た
や
」
と
い
ふ

詞
が
入
つ
て
一
首
の
調
べ
に
波
動
を
生
ぜ
し
め
て
ゐ
る
あ
た
り
、
味

は
う
て
盡つ

き
ざ
る
情
が
あ
る
。

こ
こ
で
赤
彦
は
、「
は
た
や
」
と
い
う
詞
が
入
っ
た
こ
と
に
よ
り
一
首

の
調
べ
に
波
動
が
生
じ
た
と
し
て
い
る
。
一
首
は
、
初
句
よ
り
「
三
吉
野

の
」「
山
の
」「
嵐
の
」
と
「
の
」
が
く
り
か
え
し
と
な
っ
て
い
る
。「
寒

け
く
に
」
で
切
れ
、「
は
た
や
」
の
「
や
」
で
休
止
を
置
き
、
結
句
に
思

い
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。
赤
彦
は
、
こ
れ
を
「
波
動
」
と
呼
ぶ
。
感
情
の

激
す
る
時
、
口
か
ら
弾
き
出
さ
れ
る
詞
の
多
く
が
断
絶
す
る
の
が
自
然
で

あ
る
（
注
29
）、

と
い
う
赤
彦
は
、
こ
の
歌
の
切
れ
も
寂
し
く
て
な
ら
な
い
感
情
の

昂
り
の
結
果
が
凝
縮
し
て
い
る
と
受
け
止
め
る
の
で
あ
る
。

巻
三
・
四
一
六
の
歌
、

百
づ
た
ふ
盤
余
の
池
に
鳴
く
鴨
を
今
日
の
み
見
て
や
雲
隱
り
な
む

に
つ
い
て
、
赤
彦
は
次
の
よ
う
に
評
価
す
る
。

こ
の
歌
に
現
れ
て
ゐ
る
の
は
死
の
虔マ

マ

し
さ
で
あ
る
。
虔
し
さ
に
徹
し

て
初
め
て
歌
の
哀
れ
さ
が
あ
る
の
で
あ
る
。「
今
日

の
み
見
て
や
」

の
「
や
」
が
全
體
に
與
ふ
る
調
子
の
波
動
に
注
意
せ
ん
こ
と
を
望
む
。

こ
こ
で
赤
彦
は
第
四
句
の
「
や
」
に
注
目
し
、「
や
」
に
歌
全
体
へ
影

響
を
及
ぼ
す
「
波
動
」
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
歌
は
、
初
句
か
ら
第
四
句

ま
で
区
切
れ
な
く
続
き
、
第
四
句
「
今
日
の
み
見
て
や
」
で
一
旦
切
れ
て

い
る
。
こ
の
世
を
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
悲
痛
の
情
が
激
し
た
結
果
、

第
四
句
「
や
」
で
声
が
途
切
れ
、
一
呼
吸
お
い
た
の
ち
、
結
句
に
心
の
叫

び
が
集
約
さ
れ
る
。
こ
れ
を
「
波
動
」
と
呼
ぶ
。
赤
彦
の
「
波
動
」
は
、

左
千
夫
の
声
調
評
価
の
「
波
動
」
を
一
歩
す
す
め
様
式
を
も
つ
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
赤
彦
の
「
波
動
」
の
と
ら
え
か
た
は
、
後
述
す

る
よ
う
に
後
の
茂
吉
に
影
響
を
与
え
た
。

だ
が
、
赤
彦
は
、『
歌
道
小
見
』
に
お
い
て
は
、
万
葉
集
の
讃
美
の
言

葉
と
し
て
も
「
波
動
」
を
用
い
て
も
い
る
。
額
田
王
の
巻
一
・
二
〇
番
歌
、

茜
根
刺
紫
野
行
き
標
野
行
き
野
守
は
見
ず
や
君
が
袖
振
る

に
た
い
し
て
、
赤
彦
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

激
情
的
な
る
べ
き
に
激
情
の
波
動
を
傳
へ
、
愼
ま
し
く
ひ
そ
か
な
る

べ
き
に
愼
ま
し
く
ひ
そ
か
な
る
波
動
を
傳
ふ
る
に
於

て
歌
の
生
命

は
じ
め
て
活
躍
す
。
額
田
女
王
の
御
歌
の
如
き
萬
葉
集
中
に
存
す
る

も
の
悉
く
こ
れ
生
命
の
波
動
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
之
は
額
田
女
王
の

御
歌
に
對
し
て
奉
る
べ
き
評
語
に
し
て
同
時
に
又
萬
葉
集
二
十
卷
の

歌
す
べ
て
に
推
し
得
べ
き
の
評
語
な
り
と
す
。

こ
こ
で
赤
彦
は
、
巻
一
・
十
七
番
歌
の
三
輪
山
の
歌
を
「
激
情
的
波

動
」、
巻
一
・
二
〇
の
蒲
生
野
の
狩
り
の
歌
を
「
慎
ま
し
く
ひ
そ
か
な
る

波
動
」
と
し
て
い
る
。「
波
動
」
は
、
一
概
に
激
し
い
感
情
を
の
み
を
い

う
も
の
で
は
な
く
、
ひ
そ
か
な
る
思
い
を
伝
え
る
場
合
に
も
使
い
得
る
言

近
代
に
発
明
さ
れ
た
万
葉
集
の
声
調
様
式
「
波
動
」（
田
中
）
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葉
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
額
田
王
の
「
御
歌
の
如
き
萬
葉
集
中
に

存
す
る
も
の
悉
く
こ
れ
生
命
の
波
動
な
ら
ざ
る
は
な
し
」
と
し
、
さ
ら
に

万
葉
集
二
十
巻
の
歌
す
べ
て
に
「
推
し
得
べ
き
の
評
語
な
り
」
と
し
て
い

る
。
つ
ま
り
『
歌
道
小
見
』
に
お
け
る
赤
彦
の
「
波
動
」
は
、
万
葉
集
そ

の
も
の
を
高
く
評
価
す
る
讃
美
の
言
葉
と
し
て
用
い
る
に
い
た
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
島
木
赤
彦
は
「
波
動
」
に
、
万
葉
集
の
歌
に
認
め
ら
れ

る
情
感
の
表
現
様
式
を
い
う
も
の
と
、
全
体
へ
の
讃
美
の
二
つ
の
意
味
を

与
え
、
斎
藤
茂
吉
は
、
様
式
の
「
波
動
」
の
み
を
受
け
継
ぎ
、
発
展
さ

せ
た
。

五
、
斎
藤
茂
吉
の
「
波
動
」

斎
藤
茂
吉
は
、「
波
動
」
を
『
柿
本
人
麿
』
に
十
八
例
（
九
首
）、『
万

葉
秀
歌
』
に
五
例
（
四
首
）
用
い
て
い
る
。
以
下
に
、『
柿
本
人
麿
』
と
『
萬

葉
秀
歌
』
の
「
波
動
」
を
見
て
ゆ
き
た
い
。

茂
吉
が
『
柿
本
人
麿
』
の
な
か
で
最
初
に
「
波
動
」
を
用
い
る
の
は
、

総
論
篇
の
第
四
「
柿
本
人
麿
私
見
覚
書
五
」
の
近
江
荒
都
歌
（
巻
一
・
二

九
）
に
つ
い
て
の
文
中
で
あ
る
。
茂
吉
の
近
江
荒
都
歌
（
巻
一
・
二
九
）

の
訓
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

玉
襷

畝
火
の
山
の

橿
原
の

日
知
の
御
代
ゆ
【
或
云
、
宮
よ
】

生
れ
ま
し
し

神
の
こ
と
ご
と

樛
の
木
の

い
や
つ
ぎ
つ
ぎ
に

天
の
下

知
ろ
し
め
し
し
を
【
或
云
、
め
し
け
り
】

天
に
み
つ

倭
を
置
き
て

あ
を
に
よ
し

奈
良
山
を
越
え
【
或
云
、
そ
ら
み
つ

大
和
を
置
き
あ
を
に
よ
し
平
山
越
え
て
】

い
か
さ
ま
に

お
も
ほ

し
め
せ
か

【
或
云
、
お
も
ほ
し
け
め
か
】

天
離
る

夷
に
は
あ

れ
ど

石
走
る

淡
海
の
國
の

さ
さ
な
み
の

大
津
の
宮
に

天

の
下

知
ろ
し
め
し
け
む

天
皇
の

神
の
尊
の

大
宮
は

此
處

と
聞
け
ど
も

大
殿
は

此
處
と
言
へ
ど
も

春
草
の

茂
く
生
ひ

た
る

霞
立
つ

春
日
の
霧
れ
る
【
或
云
、
霞
立
つ

春
日
か
霧
れ

る
、
夏
草
か
繁
く
な
り
ぬ
る
】

百
磯
城
の

大
宮
處

見
れ
ば
悲

し
も
【
或
云
、
見
れ
ば
さ
ぶ
し
も
】

こ
の
歌
に
対
し
て
茂
吉
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
評
す
る
。

こ
れ
な
ど
は
、
天
爾
遠
波
の
使
ひ
ざ
ま
な
ど
は
實
に
達
人
の
境
で
、

そ
の
大
き
な
波
動
を
な
し
て
音
調
の
進
ん
で
ゆ
く
さ
ま
は
心
ゆ
く
ば

か
り
で
あ
り
、
西
洋
の
詩
な
ど
と
違
つ
て
連
續
性
で
あ
る
に
も
拘
は

ら
ず
、
そ
こ
に
微
妙
の
休
止
と
省
略
と
飛
躍
と
靜
止
と
相
交
錯
し
た

變
化
を
保
た
せ
な
が
ら
進
行
せ
し
め
て
ゐ
る
の
は
ど
う
し
て
も
多
力

者
の
爲
業
で
あ
る
。

タ
マ
ダ
ス
キ

〇

〇

〇

〇

〇

ウ
ネ
ビ
ノ

〇

〇

〇

〇

ヤ
マ
ノ

〇

〇

〇

カ
シ
ハ
ラ
ノ

〇

〇

〇

〇

〇

ヒ
ジ
リ
ノ

〇

〇

〇

〇

ミ
ヨ
ユ

〇

〇

〇

で
も
、
初
句
は
『
き
』
で
止
め
て
、
幾
つ
か
の
『
の
』
が

續
い
た
か
と
お
も
ふ
と
、
び
し
り
と
、『
ゆ
』
で
受
け
た
あ
た
り
何

と
も
い
へ
な
い
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
茂
吉
は
こ
の
歌
を
「
大
き
な
波
動
」
を
な
し
て
「
音
調
」

が
「
進
ん
で
ゆ
く
」
と
言
う
。「
畝
火
の
」「
山
の
」「
橿
原
の
」「
日
知
の
」

の
「
の
」
の
連
続
の
後
、「
御
代
ゆ
」
の
「
ゆ
」
の
小
休
止
で
調
べ
が
停

滞
気
味
で
あ
る
。（
一
云
の
「
よ
」
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
）。
ま
た
、「
天

の
下

知
ろ
し
め
し
し
を
」
は
切
れ
で
あ
る
（
一
云
の
「
知
ら
し
め
し
け

り
」
は
、
よ
り
は
っ
き
り
と
し
た
切
れ
に
な
る
）。「
神
の
こ
と
ご
と

樛

の
木
の
」
の
「
の
」
連
続
、
ま
た
「
淡
海
の
國
の

さ
さ
な
み
の

大
津

の
宮
に

天
の
下

知
ろ
し
め
し
け
む

天
皇
の

神
の
尊
の
」
の
八
回

の
「
の
」
連
続
、「
春
草
の

茂
く
生
ひ
た
る

霞
立
つ

春
日
の
霧
る

百
磯
城
の
」
に
み
え
る
三
回
の
「
の
」
の
連
続
は
流
れ
る
よ
う
に
進
む
。

「
省
略
」
は
、
波
が
一
瞬
水
面
下
に
消
え
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
を

あ
ら
わ
し
、
こ
の
歌
で
は
「
奈
良
山
を
越
え
」
の
あ
と
が
そ
れ
で
あ
る
（
一

云
の
「
奈
良
山
を
越
え
て
」
の
「
て
」
が
添
え
ら
れ
た
場
合
で
は
、
よ
り

は
っ
き
り
と
省
略
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
）。「
飛
躍
」
は
、
一
旦
消
え
た

か
に
見
え
た
調
べ
が
高
く
大
き
く
な
る
よ
う
に
、「
い
か
さ
ま
に
」
が
高

い
響
き
で
あ
る
と
と
ら
え
る
。「
静
止
」
は
、
こ
こ
で
は
調
べ
が
止
ま
っ

た
か
に
見
え
る
こ
と
を
さ
す
。
こ
の
歌
で
は
「
お
も
ほ
し
め
せ
か
」
が
そ

れ
に
あ
た
る
（
一
云
の
場
合
も
同
様
の
働
き
で
あ
る
）。
茂
吉
の
「
波
動
」

と
呼
ぶ
も
の
は
、
こ
の
よ
う
な
調
べ
の
細
か
な
分
析
に
よ
り
、
音
が
波
う

ち
な
が
ら
流
れ
進
ん
で
、
最
後
に
結
句
に
力
が
こ
も
り
、
意
味
が
集
約
さ

れ
る
も
の
を
い
う
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
巻
一
・
三
六
の
『
船
竝
め
て
朝
川
渡
り
舟
競
ひ
夕
川
わ
た
る
こ

の
川
の
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
こ
の
山
の
い
や
高
知
ら
す
水
激
る
瀧
の
宮
處
は

見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
』
に
、
た
い
し
て
茂
吉
が
「
波
動
」
と
す
る
の
は
、

「
船
竝
め
て
朝
川
渡
り
」「
舟
競
ひ
夕
川
わ
た
る
」
の
対
句
表
現
お
よ
び

「
こ
の
川
の
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
」「
こ
の
山
の
い
や
高
知
ら
す
」
の
対
句
的

表
現
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
近
似
の
音
と
意
味
の
く
り
か
え
し
に
、
調
べ
の

た
か
な
り
が
あ
り
、
そ
の
後
、
大
き
な
勢
い
と
な
っ
て
結
句
に
意
味
が
集

約
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

巻
一
・
三
八
番
歌
の

神
な
が
ら

神
さ
び
せ
す
と

芳
野
川

た
ぎ
つ
河
内
に

高
殿
を

高
し
り
ま
し
て

登
り
立
ち

國
見
を
す
れ
ば

疊
は
る

青
垣
山

山
祇
の

奉
る
御
調
と

春
べ
は

花
か
ざ
し
持
ち

秋
立
て
ば

黄
葉
か
ざ
せ
り

（
※
訓
、
斎
藤
茂
吉
）

に
つ
い
て
茂
吉
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

例
へ
ば
、『
か◎

む◎

な
が
ら
、
か◎

む◎

さ
び
せ
す
と
、
芳
野
が◎

は◎

、
た

ぎ
つ
か◎

ふ◎

ち
に
、
高◎

殿
を
高◎

し
り
ま
し
て
』
あ
た
り
で
も
、
こ
れ
だ

け
の
同
音
の
繰
返
し
が
あ
り
、『
登
り
た◎

ち◎

、
國
見
を
す
れ
ば
、
た◎

た◎

な
は
る
』。『
青
垣
や◎

ま◎

、
や◎

ま◎

つ〇

み△

の
、
ま△

つ〇

る
み△

つ〇

ぎ
と
』。

『
春△

べ△

は△

、
花
か△

ざ△

し△

も
ち
、
秋△

た△

て△

ば△

、
黄
葉
か
ざ
せ
り

〇

〇

〇

〇

』
あ
た

り
で
も
さ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
は
一
つ
の
波
動
的
連
續
聲
調
を
成
就
せ
む
が
た
め

近
代
に
発
明
さ
れ
た
万
葉
集
の
声
調
様
式
「
波
動
」（
田
中
）
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の
、
自
然
的
技
法
で
、
佛
教
の
經
典
な
ど
の
技
法
と
好
一
對
な
の
で

あ
る
。
即
ち
、
斯
く
し
な
け
れ
ば
連
續
が
好
く
出
來
ず
、
中
途
で
弛

ん
で
し
ま
ふ
の
で
あ
る
。

こ
こ
も
茂
吉
は
「
波
動
的
連
續
聲
調
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
か

む
な
が
ら
」「
か
む
さ
び
せ
す
と
」「
芳
野
が
は
」「
た
ぎ
つ
河
内
に
」
に

「
kan」「
kan」「
gaw
a「
kaw
a」
の
近
似
の
音
の
連
続
が
あ
る
。
ま
た
、

「
た
ぎ
つ
か
ふ
ち
に
」「
高
殿
を
高
し
り
ま
し
て
」「
登
り
た
ち

國
見
を

す
れ
ば

た
た
な
は
る
」
の
「
ta」「
taka」「
taka」「
ta」「
tata」
の
「
ta」

お
よ
び
「
ka」
の
連
続
、「
青
垣
や
ま
」「
や
ま
つ
み
」「
ま
つ
る
み
つ
ぎ
と
」

の
「
yam
a」「
yam
a」「
m
a」「
tsum
i」「
turum
i」
と
近
似
の
音
の
く

り
か
え
し
に
よ
っ
て
な
が
れ
る
。『
春
べ
は
、
花
か
ざ
し
も
ち
、
秋
た
て

ば
、
黄
葉
か
ざ
せ
り
』
に
つ
い
て
は
「
春
」
の
「
は
」、「
花
」
の
「
は
」、

「
か
ざ
し
」「
か
ざ
せ
り
」
の
「
か
」
の
く
り
か
え
し
を
言
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
繰
り
返
し
に
つ
い
て
「
仏
教
の
経
典
な
ど
の
技
法
と
好
一
対
」
（
注
30
）

で
あ
る
と
し
、「
こ
れ
は
単
に
短
歌
声
調
論
か
ら
の
推
論
で
は
な
し
に
、

記
紀
萬
葉
の
長
歌
を
一
通
り
見
渡
し
て
の
結
論
」
と
す
る
。
こ
こ
で
思
い

出
さ
れ
る
の
は
、
茂
吉
の
第
一
歌
集
『
赤
光
』
は
阿
弥
陀
経
の
く
り
か
え

し
部
分
か
ら
の
命
名
で
あ
る
。
そ
れ
は
少
年
時
代
に
聞
い
た
こ
の
経
文
の

同
音
の
く
り
か
え
し
に
音
楽
性
を
感
じ
て
惹
か
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
そ

れ
と
同
種
の
音
楽
性
を
茂
吉
は
人
麻
呂
に
代
表
さ
れ
る
万
葉
集
の
声
調
に

注
目
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

巻
一
・
五
二
の
歌
、

や
す
み
し
し

わ
ご
大
君

高
て
ら
す

日
の
皇
子

麁
妙
の

藤

井
が
原
に

大
御
門

始
め
給
ひ
て

埴
安
の

堤
の
上
に

在
り

立
た
し

見
し
給
へ
ば

大
和
の

青
香
具
山
は

日
の
經
の

大

御
門
に

春
山
と

繁
み
さ
び
立
て
り

畝
火
の

こ
の
瑞
山
は

日
の
緯
の

大
御
門
に

瑞
山
と

山
さ
び
い
ま
す

耳
成
の

青

菅
山
は

背
面
の

大
御
門
に

宜
し
な
べ

神
さ
び
立
て
り

名

細
し

吉
野
の
山
は

影
面
の

大
御
門
ゆ

雲
居
に
ぞ

遠
く
あ

り
け
る

高
知
る
や

天
の
御
蔭

天
知
る
や

日
の
御
影
の

水

こ
そ
は

常
し
へ
な
ら
め

御
井
の
ま
清
水

（
※
訓
、
斎
藤
茂
吉
）

に
つ
い
て
茂
吉
は
、

そ
し
て
、
そ
の
幾
何
學
的
構
成
を
あ
ら
は
す
に
、『
大
和
の

青
香
具
山

あ
を
か
ぐ
や
ま

は
日
の
經た
て

の
大
御
門
に
春
山
と
繁
み
さ
び
立
て
り
』

と

云
つ
て
ゐ
る
。
單
に
青
く
茂
つ
た
香
具
山
を
云
ふ
に
こ
れ
だ
け
の
事

を
い
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
言
語
は
秀
潤
豐
腴
で
、
單
に
乾
燥
し
た
立
體

と
い
ふ
や
う
な
も
の
で
は
無
い
。『
畝
火
の
こ
の
瑞
山
み
ず
や
ま

は
日
の
緯よ
こ

の

大
御
門
に
瑞
山
み
ず
や
ま

と
山
さ
び
い
ま
す
』
で
も
さ
う
で
あ
る
。『
耳
成
の

青
菅
山

あ
を
す
が
や
ま

は
背
面
そ
と
も

の
大
御
門
に
宜
し
な
べ
神
さ
び
立
て
り
』
で
も
、『
名

ぐ
は
し
吉
野
よ
し
ぬ

の
山
は
影
面
か
げ
と
も

の
大
御
門
ゆ
雲
居
に
ぞ
遠
く
あ
り
け
る
』

で
も
さ
う
で
あ
る
。
言
葉
を
繰
返
し
て
調
子
を
と
り
つ
つ
、
一
つ
の

波
動
形
を
な
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
は
、
決
し
て
堅
い
直
線
的
立
體
的
で
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は
無
い
。

と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
青
香
具
山
」「
春
山
」「
瑞
山
」「
瑞
山
」「
山

さ
び
」「
青
菅
山
」「
吉
野
の
山
」
の
「
yam
a」
の
連
続
が
あ
り
、「
日
の
経
」

「
繁
み
さ
び
立
て
り
」「
神
さ
び
立
て
り
」
の
「
sabi」
+「
tateri」、
三

回
の
「
大
御
門
に
」、「
そ
と
も
」「
か
げ
と
も
」
の
「
tom
o」、「
よ
し
ぬ
」

「
よ
ろ
し
」
の
「
yo」
の
繰
り
返
し
に
波
の
よ
う
な
感
覚
が
あ
る
。

卷
二
・
一
六
七
の
歌
、

天
地
の

初
の
時
し

ひ
さ
か
た
の

天
の
河
原
に

八
百
萬

千

萬
神
の

神
集
ひ

集
ひ
坐
し
て

神
分
り

分
か
り
し
時
に

天

照
ら
す

日
女
尊
【
一
に
云
ふ
、
さ
し
の
ぼ
る
日
女
の
命
】

天
を

ば

知
ら
し
め
す
と

葦
原
の

瑞
穗
の
國
を

天
地
の

依
り
合

ひ
の
極

知
ら
し
め
す

神
の
命
と

天
雲
の

八
重
か
き
別
き
て

【
一
に
云
ふ
、
天
雲
の
八
重
雲
別
き
て
】

神
下
し

坐
せ
ま
つ
り

し

高
照
ら
す

日
の
皇
子
は

飛
鳥
の

淨
の
宮
に

神
な
が
ら

太
敷
き
ま
し
て

天
皇
の

敷
き
ま
す
國
と

天
の
原

岩
戸
を
開

き

神
上
り

上
り
坐
し
ぬ
【
一
に
云
ふ
、
神
登
り
い
ま
し
に
し
か

ば
】

わ
が
大
君

皇
子
の
命
の

天
の
下

知
ら
し
め
し
せ
ば

春
花
の

貴
か
ら
む
と

望
月
の

滿
は
し
け
む
と

天
の
下
【
一

に
云
ふ
、
食
國
】

四
方
の
人
の

大
船
の

思
ひ
憑
み
て

天
つ

水

仰
ぎ
て
待
つ
に

い
か
さ
ま
に

思
ほ
し
め
せ
か

由
縁
も
な

き

眞
弓
の
岡
に

宮
柱

太
敷
き
ま
し

御
殿
を

高
知
り
ま
し

て

朝
ご
と
に

御
言
問
は
さ
ず

日
月
の

數
多
く
な
り
ぬ
る

そ
こ
故
に

皇
子
の
宮
人

行
方
知
ら
ず
も
【
一
に
云
ふ
、
さ
す
竹

の
皇
子
の
宮
人
ゆ
く
へ
知
ら
に
す
】

（
※
訓
、
斎
藤
茂
吉
）

に
つ
い
て
茂
吉
は
、

そ
れ
か
ら
、『
の
』
や
『
を
』
や
『
て
』
な
ど
の
使
ひ
方
が
、
連
續

的
波
動
的
進
行
の
效
果
を
も
た
ら
す
樣
に
使
つ
て
ゐ
て
、
ぽ
つ
り
ぽ

つ
り
と
切
れ
て
ゐ
な
い
。

と
い
う
。
こ
れ
は
、「
天
地
の

初
の
時
し
」
の
「
し
」
が
強
調
で
あ
る

と
と
も
に
小
休
止
で
あ
る
。「
天
地
の

初
の
時
し

ひ
さ
か
た
の

天

の
河
原
に
」「
葦
原
の

瑞
穗
の
國
を

天
地
の

依
り
合
ひ
の
極

知

ら
し
め
す

神
の
命
と

天
雲
の
」
な
ど
の
「
の
」
の
く
り
か
え
し
、「
集

ひ
坐
ま
し
て
」「
天
雲
の
八
重
か
き
別
け
て
」「
神
な
が
ら
太
敷
き
ま
し
て
」

「
高
知
り
ま
し
て
」
の
「
て
」
は
軽
い
途
切
れ
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
「
ず
」

で
流
れ
が
一
瞬
消
え
た
か
の
よ
う
に
な
り
、「
日
月
の

數
多
く
な
り
ぬ

る
」
で
塞
き
止
め
ら
れ
て
、
や
が
て
結
句
「
行
方
知
ら
ず
も
」
に
意
味
と

音
と
が
集
約
さ
れ
る
。
こ
れ
を
「
波
動
」
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

一
云
の
場
合
も
ほ
ぼ
同
様
の
「
波
動
」
と
見
ら
れ
る
。

卷
二
・
一
九
四
番
の
歌
、

飛
ぶ
鳥
の

明
日
香
の
河
の

上
つ
瀬
に

生
ふ
る
玉
藻
は

下
つ

瀬
に

流
れ
觸
ら
ふ

玉
藻
な
す

か
依
り
か
く
依
り

靡
か
ひ
し

嬬
の
命
の

た
た
な
づ
く

柔
膚
す
ら
を

劔
刀

身
に
副
へ
寐
ね

近
代
に
発
明
さ
れ
た
万
葉
集
の
声
調
様
式
「
波
動
」（
田
中
）
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ば

ぬ
ば
た
ま
の

夜
床
も
荒
る
ら
む
【
一
に
云
ふ
、
か
れ
な
む
】

そ
こ
故
に

慰
め
か
ね
て

け
だ
し
く
も

逢
ふ
や
と
念
ひ
て
【
一

に
云
ふ
、
君
も
あ
ふ
や
と
】

玉
垂
の

を
ち
の
大
野
の

朝
露
に

玉
裳
は
ひ
づ
ち

夕
霧
に

衣
は
沾
れ
て

草
枕

旅
宿
か
も
す
る

逢
は
ぬ
君
ゆ
ゑ

（
※
訓
、
斎
藤
茂
吉
）

は
、「
人
麿
の
歌
調
に
は
、
暈
が
あ
つ
て
も
、
そ
の
進
行
の
具
合
は
憶
良

の
も
の
な
ど
に
較
べ
る
と
實
に
朗
朗
と
し
て
、
振
幅
の
大
き
い
波
動
を
お

も
は
し
め
る
。」
と
す
る
。
こ
れ
は
、「
飛
ぶ
鳥
の

明
日
香
の
河
の
」
の

「
の
」
の
音
の
く
り
か
え
し
、「
生
ふ
る
玉
藻
は
」「
玉
藻
な
す
」
の
「
玉
藻
」

の
く
り
か
え
し
、「
か
依
り
か
く
依
り
」
の
く
り
か
え
し
、「
玉
藻
」「
靡
く
」

「
嬬
」「
柔
膚
」「
身
」「
寐
」「
ぬ
ば
た
ま
の
夜
床
」
の
イ
メ
ー
ジ
的
つ
な

が
り
、「
玉
垂
」「
玉
裳
」
の
「
玉
」
の
く
り
か
え
し
、「
朝
露
に

玉
裳

は
ひ
づ
ち
」「
夕
霧
に

衣
は
沾
れ
て
」
の
対
句
的
表
現
な
ど
に
、
波
の

く
り
か
え
す
動
き
が
、
最
後
は
「
旅
宿
か
も
す
る
」
で
一
呼
吸
お
く
こ
と

で
、
結
句
「
逢
は
ぬ
君
ゆ
ゑ
」
で
音
が
強
ま
り
、
意
味
が
集
約
す
る
。
こ

れ
を
「
朗
朗
と
し
て
、
振
幅
の
大
き
い
波
動
を
お
も
は
し
め
る
」
と
言
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
云
の
場
合
も
同
様
の
「
波
動
」
と
見

ら
れ
る
。

卷
二
・
二
一
〇
の
歌
、

現
身
と

念
ひ
し
時
に
【
一
に
云
ふ
、
う
つ
そ
み
と
思
ひ
し
】

取

持
ち
て

吾
が
二
人
見
し

※
﹇
走
＋
多
﹈
出
の

堤
に
立
て
る

槻
の
木
の

こ
ち
ご
ち
の
枝
の

春
の
葉
の
茂
き
が
如
く

念
へ
り

し

妹
に
は
あ
れ
ど

憑
め
り
し

兒
ら
に
は
あ
れ
ど

世
の
中
を

背
き
し
得
ね
ば

か
ぎ
ろ
ひ
の

燃
ゆ
る
荒
野
に

白
妙
の

天
領

巾
隱
り

鳥
じ
も
の

朝
立
い
ま
し
て

入
日
な
す

隱
り
に
し
か

ば

吾
妹
子
が

形
見
に
置
け
る

み
ど
り
兒
の

乞
ひ
泣
く
毎
に

取
り
與
ふ

物
し
無
け
れ
ば

男
じ
も
の

腋
ば
さ
み
持
ち

吾
妹

子
と

二
人
吾
が
宿
し

枕
づ
く

嬬
屋
の
内
に

晝
は
も

う
ら

さ
び
暮
し

夜
は
も

息
づ
き
明
か
し

嘆
け
ど
も

せ
む
す
べ
知

ら
に

戀
ふ
れ
ど
も

逢
ふ
因
を
無
み

大
鳥
の

羽
易
の
山
に

わ
が
戀
ふ
る

妹
は
坐
す
と

人
の
言
へ
ば

石
根
さ
く
み
て

な

づ
み
來
し

吉
け
く
も
ぞ
な
き

現
身
と

念
ひ
し
妹
が

玉
か
ぎ

る

ほ
の
か
に
だ
に
も

見
え
ぬ
思
へ
ば

（
※
訓
、
斎
藤
茂
吉
）

こ
の
歌
に
対
し
て
も
茂
吉
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

そ
し
て
、
も
つ
と
素
朴
に
歌
へ
ば
、
破
調
に
し
た
り
し
て
ぽ
つ
り
ぽ

つ
り
と
歌
ふ
と
こ
ろ
を
、
人
麿
の
創
造
し
た
連
續
的
波
動
的
聲
調
を

以
て
歌
ひ
あ
げ
て
ゐ
る
の
が
、
獨
創
だ
か
ら
い
い
の
で
、
そ
こ
で
自

然
澁
味
も
こ
も
り
、
輕
薄
に
辷
つ
て
行
か
な
い
點
が
必
ず
存
じ
て
ゐ

る
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
「
人
麿
の
創
造
し
た
連
續
的
波
動
的
聲
調
」
と
言
っ
て
い
る
。

歌
を
見
る
と
、
初
句
「
現
身
と
」
の
「
と
」「
念
ひ
し
時
」
の
「
と
」「
取

り
持
ち
」
の
「
と
」
の
く
り
か
え
し
が
あ
る
。
一
云
の
場
合
も
「
と
」
の
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働
き
は
同
様
で
あ
る
。
ま
た
「
走
出
の

堤
に
立
て
る

槻
の
木
の

こ

ち
ご
ち
の
枝
の

春
の
葉
の
茂
き
が
如
く
」
の
「
の
」
の
連
続
の
あ
と
、

「
念
へ
り
し

妹
に
は
あ
れ
ど
」「
憑
め
り
し

兒
ら
に
は
あ
れ
ど
」
の
対

句
の
「
ど
」
が
二
度
の
小
休
止
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
「
世
の
中
を

背
き
し
得
ね
ば

か
ぎ
ろ
ひ
の

燃
ゆ
る
荒
野
に

白
妙
の
」
に
「
の
」

の
連
続
に
長
い
間
が
あ
る
。
ま
た
「
天
領
巾
隱
り
・
・
・
」
以
下
は

「
am
ahirefuri」「
tori」「
irihi」「
kakuri」
と
「
ri」
の
繰
り
返
し
、

そ
れ
ら
を
含
む
句
は
「
の
」「
て
」「
ば
」
と
い
う
つ
な
ぎ
の
言
葉
に
よ
っ

て
巧
み
に
運
ば
れ
る
。「
吾
妹
子
」
の
「
w
agi」「
腋
ば
さ
み
」
の
「
w
aki」

「
吾
が
」
の
「
w
a」
の
近
似
の
音
の
連
続
、「
形
見
」
の
「
み
」
と
「
み

ど
り
児
」
の
「
み
」、「
み
ど
り
児
」
の
「
ご
」
と
「
毎
」
の
「
ご
」、「
物

し
な
け
れ
ば
」
と
「
男
じ
も
の
」
の
「
も
の
」、「
枕
づ
く
」
の
「
づ
」
と

「
嬬
屋
」
の
「
つ
」
と
、
短
い
音
の
連
続
で
つ
な
ぎ
、「
晝
は
も

う
ら
さ

び
暮
し
」「
夜
は
も

息
づ
き
明
か
し
」
の
「
は
も
」
の
く
り
か
え
し
、「
嘆

け
ど
も

せ
む
す
べ
知
ら
に
」「
戀
ふ
れ
ど
も

逢
ふ
因
を
無
み
」
の
「
ど

も
」
の
く
り
か
え
し
、「
大
鳥
の

羽
易
の
山
に
」
の
「
の
」
く
り
か
し
、

「
羽
易
」「
haga」「
わ
が
」「
w
aga」
の
「
ga」
の
近
似
の
音
の
く
り
か

え
し
、「
妹
」「
im
o」「
坐
す
」「
im
asu」
の
「
im
」
近
似
の
音
の
く
り

か
え
し
、「
坐
す
と
」
の
「
と
」
と
「
人
」
の
「
と
」、「
さ
く
み
て
」
の
「
み
」

と
「
な
づ
み
」
の
「
み
」
と
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
同
音
で
句
が
つ
な
が
り
、
最

後
に
「
念
ひ
し
妹
が
」
の
後
の
間
に
よ
っ
て
、
結
句
「
見
え
ぬ
思
へ
ば
」

に
音
と
意
味
が
集
約
さ
れ
る
。
茂
吉
は
こ
れ
を
「
破
調
に
し
た
り
し
て
ぽ

つ
り
ぽ
つ
り
と
歌
ふ
と
こ
ろ
を
、
人
麿
の
創
造
し
た
連
續
的
波
動
的
聲
調

を
以
て
歌
ひ
あ
げ
て
ゐ
る
の
が
、
獨
創
だ
か
ら
い
い
」
と
い
う
の
で
あ
ろ

う
。
一
般
的
に
「
波
動
」
は
、
波
紋
の
よ
う
な
小
さ
な
波
の
動
き
を
連
想

し
が
ち
で
あ
る
が
、
茂
吉
は
長
歌
の
構
成
の
中
で
は
、
特
に
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
な
波
の
あ
り
か
た
を
思
い
浮
か
べ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
茂
吉
の
「
波
動
」
は
、
一
面
で
は
江
戸
時
代
の
歌
格
研
究
の

影
響
を
う
け
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
茂
吉
は
、
橘
守
部
の
『
長
歌
選
格
』

な
ど
に
学
ん
で
「
波
動
」
を
分
析
、
図
解
す
る
試
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
に
述
べ
た
い
と
思
う
。
ま
た
茂
吉
は
、
短
歌

の
声
調
に
も
「
波
動
」
を
言
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
別
稿
に
述

べ
た
い
。

六
、
お
わ
り
に

斎
藤
茂
吉
は
、
万
葉
歌
の
声
調
を
捉
え
よ
う
と
す
る
な
か
で
、
柿
本
人

麻
呂
の
歌
の
美
に
代
表
さ
れ
る
声
調
の
様
式
と
し
て
、「
波
動
」
を
見
い

だ
し
た
。
そ
れ
は
物
理
学
の
「
波
動
」
の
現
象
を
比
喩
的
に
用
い
た
も
の

で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
音
の
連
続
や
対
句
に
よ
り
生
じ
る
繰
り
返
し

の
旋
律
を
い
い
、
時
折
配
さ
れ
る
塞
き
の
よ
う
な
終
止
形
（
完
了
の
助
動

詞
）
で
場
面
展
開
し
、
省
略
に
よ
っ
て
言
外
に
意
を
含
ま
せ
る
こ
と
で
響

近
代
に
発
明
さ
れ
た
万
葉
集
の
声
調
様
式
「
波
動
」（
田
中
）
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き
が
高
鳴
り
、
最
後
は
う
ね
り
と
な
っ
て
結
句
に
意
味
を
集
約
し
て
ゆ
く

と
こ
ろ
に
う
ま
れ
る
表
現
効
果
を
捉
え
た
も
の
と
見
得
る
。

な
お
、
付
言
す
る
と
、「
波
動
」
は
後
に
茂
吉
の
弟
子
で
あ
る
佐
藤
佐

太
郎
に
よ
り
茂
吉
自
身
の
短
歌
の
評
語
に
用
い
ら
れ
る
。
佐
藤
佐
太
郎
は

茂
吉
の夕

霧
の
た
ち
の
ま
ち
ま
に
石
だ
た
み
の
歩
道
は
濡
れ
て
長
し
夜
ご
ろ

は

（『
白
桃
』）

と
い
う
歌
に
つ
い
て
、

「
た
ち
の
ま
に
ま
に
石
だ
た
み
の
歩
道
は
濡
れ
て
」
あ
た
り
の
、
息

が
長
く
波
動
的
な
歌
調
が
何
と
も
い
え
ず
い
い
。

佐
藤
佐
太
郎
著
『
茂
吉
秀
歌
』

と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
は
佐
藤
佐
太
郎
の
た
ち
あ
げ
た
結
社
「
歩
道
短

歌
会
」
の
名
称
の
由
来
と
思
わ
れ
る
が
、
初
句
か
ら
二
句
三
句
四
句
へ
と

同
音
の
く
り
か
え
し
に
意
味
が
微
妙
に
ず
れ
な
が
ら
進
み
、
四
句
で
切

れ
、
結
句
「
長
し
夜
ご
ろ
は
」
は
飛
躍
と
と
も
に
詠
嘆
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
万
葉
集
の
一
三
一
番
歌
が
、
同
音
繰
り
返
し
の
多
い
長
大
な
前
置

き
よ
り
、
や
が
て
そ
れ
が
妹
と
い
う
一
点
に
集
約
さ
れ
て
ゆ
く
あ
り
か

た
、
ま
た
結
句
の
「
妹
が
門
見
む
」
と
「
靡
け
こ
の
山
」
の
間
に
飛
躍
が

あ
り
、
破
壊
的
な
力
の
あ
る
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
茂
吉
の
歩
道
の
歌

は
短
歌
で
は
あ
る
が
、
一
三
一
番
歌
と
類
似
の
様
式
「
波
動
」
と
認
め
ら

れ
た
と
見
ら
れ
る
。「
波
動
」
を
も
つ
歌
の
構
成
は
、
茂
吉
が
理
想
と
し

た
万
葉
歌
の
様
式
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
佐
太
郎
に
と
っ
て
は
師
の
歌
そ
の

も
の
で
あ
っ
た
。

※
万
葉
集
本
文
は
、
伊
藤
左
千
夫
、
島
木
赤
彦
、
斎
藤
茂
吉
の
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
、

表
記
に
従
っ
た
。

注
（
注
１
）「
声
調
」
と
は
、
古
く
よ
り
雅
楽
の
用
語
で
あ
っ
た
が
、
明
治

以
降
に
短
歌
に
も
転
用
さ
れ
た
。

（
注
２
）
斎
藤
茂
吉
の
声
調
論

斎
藤
茂
吉
「
万
葉
短
歌
声
調
論
」『
斎
藤
茂
吉
全
集
』
十
三
巻

岩

波
書
店
一
九
七
五
年
二
月

三
〇
一
頁

斎
藤
茂
吉
「
短
歌
声
調
論
」『
斎
藤
茂
吉
全
集
』
十
三
巻

岩
波
書

店
一
九
七
五
年
二
月

一
一
六
頁

斎
藤
茂
吉
「
短
歌
に
お
け
る
四
三
調
の
結
句
」『
斎
藤
茂
吉
全
集
』

十
一
巻

岩
波
書
店
一
九
七
四
年
三
月

一
頁

斎
藤
茂
吉
「
作
歌
参
考
上
の
万
葉
講
義
」『
斎
藤
茂
吉
全
集
』
十
三

巻

岩
波
書
店
一
九
七
五
年

五
一
四
頁

斎
藤
茂
吉
「
人
麿
短
歌
の
声
調
」
斎
藤
茂
吉

「
文
学
｣
一
九
四
〇

年

八
頁

斎
藤
茂
吉
「
防
人
の
歌
の
声
調
｣
｢文
学
」
一
九
四
二
年

三
頁

（
注
３
）
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斎
藤
茂
吉
『
柿
本
人
麿
（
総
論
篇
）』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
四
年

十
一
月
）『
斎
藤
茂
吉
全
集
第
』
十
五
巻

岩
波
書
店
一
九
七
三

年
七
月

斎
藤
茂
吉
『
柿
本
人
麿
（
鴨
山
考
補
注
篇
）』（
岩
波
書
店
、

一
九
三
五
年
十
月
）『
斎
藤
茂
吉
全
集
第
』
十
五
巻

岩
波
書
店

一
九
七
三
年
七
月

斎
藤
茂
吉
『
柿
本
人
麿
（
評
釈
篇
巻
之
上
）』（
岩
波
書
店
、

一
九
三
七
年
五
月
）『
斎
藤
茂
吉
全
集
第
』
十
六
巻

岩
波
書
店

一
九
七
四
年
一
月

斎
藤
茂
吉
『
万
葉
秀
歌
（
上
下
）』（
岩
波
新
書
、
一
九
三
八
年
十
一

月
）『
斎
藤
茂
吉
全
集
第
』
二
十
二
巻

岩
波
書
店
一
九
七
三
年

九
月

斎
藤
茂
吉
『
柿
本
人
麿
（
評
釈
篇
巻
之
下
）』（
岩
波
書
店
、

一
九
三
九
年
二
月
）『
斎
藤
茂
吉
全
集
第
』
十
七
巻

岩
波
書
店

一
九
七
四
年
七
月

斎
藤
茂
吉
『
柿
本
人
麿
（
雑
纂
篇
）』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
年

十
二
月
）『
斎
藤
茂
吉
全
集
第
』
十
八
巻

岩
波
書
店
一
九
七
五

年
四
月

（
注
４
）

吉
水
千
之
「
万
葉
集
の
音
韻
声
調
の
研
究
―
長
歌
に
於
け
る
母
韻

分
布
に
就
い
て
―
」「
文
学
」
一
九
三
五
年

十
九
頁

吉
水
千
之
「
万
葉
声
調
試
論
―
人
麿
、
赤
人
、
憶
良
の
韻
律
研

究
―
」「
国
語
と
国
文
学
」
一
九
三
五
年

二
十
八
頁

吉
水
千
之
「
万
葉
声
調
の
分
析
的
研
究
―
長
句
字
余
（
三
分
節
構

成
）
に
於
る
純
母
音
に
関
す
る
一
研
究
―
」「
国
語
国
文
」

一
九
三
六
年

二
十
五
頁

藤
森
朋
男
「
万
葉
集
の
歌
と
声
調
」「
文
学
」
一
九
三
九
年

二
頁

柴
生
田
稔
「
万
葉
集
に
於
け
る
短
歌
声
調
の
変
遷
」「
国
語
と
国
文

学
」
一
九
四
〇
年

二
十
一
頁

北
住
敏
夫
「
斎
藤
茂
吉
の
声
調
」「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」

一
九
五
〇
年

六
頁

岡
崎
義
恵
「
人
麿
の
長
歌
と
短
歌
〜
特
に
短
歌
の
声
調
に
つ
い

て
〜
」
「
萬
葉
」
一
九
五
七
年

十
二
頁

五
味
保
義
「「
声
調
」
と
い
う
言
葉
」「
ア
ラ
ラ
ギ
」
一
九
六
三
年

五
頁

山
口
正
「
万
葉
修
辞
研
究
史
に
お
け
る
「
声
調
」
の
問
題
」「
茨
城

大
学
文
理
紀
要
」
一
九
六
三
年

十
三
頁

新
垣
幸
得
「
初
期
万
葉
の
声
調
に
つ
い
て
〈
特
殊
研
究
〉」「
国
文
学
」

一
九
六
八
年

七
頁

窪
田
章
一
郎
「
和
歌
の
声
調
」「
和
歌
文
学
講
座
」
一
九
六
九
年

二
十
二
頁

高
嶋
健
一
「
茂
吉
の
声
調
に
つ
い
て
の
一
、
二
の
考
察
」「
熊
谷
武

近
代
に
発
明
さ
れ
た
万
葉
集
の
声
調
様
式
「
波
動
」（
田
中
）
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至
教
授
古
稀
記
念
国
語
国
文
学
論
集
」
一
九
七
七
年

十
二
頁

伊
丹
末
雄
「
斎
藤
茂
吉
の
短
歌
声
調
観
―
万
葉
歌
の
訓
み
方
を
手

が
か
り
に
」「
大
阪
青
山
短
大
国
文
」
一
九
九
〇
年

九
頁

西
条
勉
（「
人
麻
呂
歌
の
声
調
と
文
体
」「
専
修
国
文
」
二
〇
〇
六
年

二
十
頁

一
〜
二
十

村
田
右
富
実
「
カ
イ
二
乗
検
定
を
用
い
た
万
葉
短
歌
の
声
調
の
分

析
」「
万
葉
」
二
〇
〇
九
年

九
頁

品
田
悦
一
『
万
葉
集
の
発
明

国
民
国
家
と
文
化
装
置
と
し
て

の
古
典
』（
新
曜
社
二
〇
〇
一
）

品
田
悦
一
『
斎
藤
茂
吉
―
あ
か
あ
か
と
一
本
の
道
と
ほ
り
た
り
』

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
二
〇
一
〇
）

品
田
悦
一
「
万
葉
語
の
近
代
―
斎
藤
茂
吉
の
言
語
感
覚
と
そ
の
形

成
」『
古
典
日
本
語
の
世
界
』
東
京
大
学
出
版
界
二
〇
一
一

二
十
四
頁
二
三
三
〜
二
五
六

品
田
悦
一
『
斎
藤
茂
吉
異
形
の
短
歌
』
新
潮
選
書
二
〇
一
四

（
注
５
）
平
安
末
期
の
漢
詩
集
「
本
朝
無
題
詩
」
の
な
か
に
も
「
波
動
」

が
見
え
る
。
こ
の
「
波
動
」
は
、
呉
江
の
波
の
動
き
で
あ
る
。

（
注
６
）
川
本
幸
民
訳
『
氣
海
觀
瀾
廣
義
』

三
都
書
林

一
八
七
五

（
注
７
）
片
山
淳
吉
『
物
理
階
梯
』

文
部
省
編
纂

一
八
七
四
年
四
月

（
注
８
）
内
田
成
道
訳
『
小
学
物
理
書
』

文
部
省

一
八
七
四
年
四
月

上
巻
四
十
九
頁

（
注
９
）
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
ド
レ
ル
原
著
、
中
川
重
麗
訳
『
萬
有

七
科
理
学
』
京
都
府
師
範
学
校

一
八
七
七
年

巻
之
一
目
録
二

巻
之
六

波
動
論

二
波
成
平

反
射

屈
折

固
立
顫
動

波
及
顫
動

結
節
線

氣
波

（
注
10
）
カ
ッ
ケ
ン
ボ
ス
・
ガ
ノ
ー
原
著
、
宇
田
川
準
一
訳
『
改
正
物
理

全
志
』
煙
雨
楼
刊

一
八
七
九
年
三
月

三
七
五
頁

※
巻
之
七
「
光
学
」
の
項
に
は
、「
光
の
性
質
及
ビ
其
根
元
」
と
し
て
、

「
波
動
」
は
な
く
、
波
及
」
と
い
う
言
葉
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
見

え
る
。

「
先
ノ
性
質
ヲ
論
説
ス
ル
ニ
熱
ト
同
ク
二
説
ア
リ
曰
ク
発
射
説
曰

ク
波
及
説
是
ナ
リ
（
中
略
）
波
及
説
ニ
従
テ
之
ヲ
論
セ
ン
ニ
光
ハ

発
光
体
ノ
振
動
ニ
起
因
ス
ル
者
ニ
シ
テ
「
イ
ー
セ
ル
」
前
出
ノ
之

ヲ
眼
ニ
伝
ヘ
テ
視
覚
ヲ
起
サ
シ
ム
ル
ヤ
猶
空
気
ノ
音
聲
ヲ
耳
ニ
送

テ
聰
感
ヲ
生
セ
シ
ム
ル
ガ
如
シ
」

（
注
11
）
飯
盛
挺
造
訳
『
物
理
学
』

一
八
七
九
年

中
篇

一
頁

目
次

波
動
総
論

「
凡
ソ
波
動
状
ノ
運
動
ヲ
区
別
シ
テ
二
ト
為
ス
曰
ク
一
處
ニ
定
住
ス

ル
所
ノ
波
動
曰
ク
進
行
ス
ル
所
ノ
波
動
是
ナ
リ
」
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（
注
12
）
小
宮
山
弘
道
訳
『
近
世
二
大
発
明
伝
話
機
蘇
言
機
』

弘
文
社

一
八
八
〇
年

三
十
六
頁

電
話
機
、
蘇
言
機
（
蓄
音
機
）
の
音
の
波
動
と
し
て

「
果
シ
テ
レ
イ
ス
氏
ナ
ル
コ
ト
論
ヲ
竢
（
ま
）
タ
ズ
而
シ
テ
實
ニ
氏

ハ
聲
音
ノ
波
動
ヲ
シ
テ
電
氣
ノ
波
動
ニ
變
ゼ
シ
メ
以
テ
逓
伝
ノ
作

用
ヲ
ナ
サ
シ
メ
タ
リ
」

（
注
13
）
パ
ル
フ
ォ
ー
ル
・
ス
テ
ウ
ア
ー
ト
原
著
、
川
本
清
一
訳
『
士
都

華
氏
物
理
學
』
東
京
大
学
理
学
部

一
八
七
九
年

二
四
三
頁

第
四
篇

第
十
七
課

波
動

第
百
三
十
條

並
ニ
先
擺
動
ノ
理
ヲ
詳
説
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
意
ハ
蓋
之
ヲ
以
テ
聲
音

ノ
理
ヲ
解
ス
ル
ノ
階
梯
ト
為
ス
ニ
ア
リ

（
注
14
）
菊
池
熊
太
郎
『
普
通
物
理
学
』

金
港
堂

一
八
九
二
年

三
四
八
頁

「
第
四
篇

第
六
章

波
動
説
ノ
真
相
―
光
の
分
極
」
と
し
て
、

波
動
説
と
発
射
説
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
波
動
説
ノ
価
値
。
古
来
光
ノ
本
性
ニ
関
シ
テ
ハ
二
種
ノ
説
ア
リ
、

其
ノ
一
ハ
発
射
説
ニ
シ
テ
、
他
ノ
一
ハ
波
動
説
ナ
リ
、
発
射
説
ニ

由
レ
バ
光
ヲ
一
種
ノ
物
質
ト
見
做
シ
、
此
ノ
物
質
光
体
ヨ
リ
発
射

ス
ル
モ
ノ
ト
ナ
ス
、
然
レ
ド
モ
今
日
ノ
理
学
者
ハ
皆
波
動
説
ヲ
採

用
ス
ル
ニ
至
レ
リ
是
レ
波
動
説
ハ
最
善
ク
光
ノ
現
象
ヲ
解
明
ス
ル

ニ
足
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
」

こ
の
著
者
・
菊
池
熊
太
郎
は
ほ
か
に
、『
物
理
学
』（
金
港
堂
一
八

九
三
年
）、『
物
理
学
教
科
書
』（
金
港
堂
一
八
九
七
年
）
に
も
ま
っ

た
く
同
じ
こ
と
を
し
る
し
て
い
る
。

（
注
15
）
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ダ
ニ
エ
ル
著
、
木
村
駿
吉
訳

『
物
理
学
原

論
』
内
田
老
鶴
圃

一
八
九
三
年

（
注
16
）
島
久
太
郎
編
『
近
世
物
理
学
』
下
巻

雄
山
閣
・
春
陽
堂

一
八
九
四
年

三
五
九
頁

第
五
編
「
第
一
章

光
」
に
は
「
放
射
説
及
ひ
波
動
説
」

波
動
説
に
於
て
は
物
体
間
と
空
間
と
を
問
は
ず
凡
て
宇
宙
は
エ
ー

テ
ル
と
名
つ
く
る
物
を
以
て
充
た
さ
れ
発
光
体
分
子
の
運
動
此

エ
ー
テ
ル
に
伝
は
り
之
に
波
動
を
起
さ
し
め
以
て
視
官
を
刺
激
す

る
な
り

第
五
編
「
第
九
章
波
動
説
」

三
九
一

光
と
音
響
と
の
比
較

光
は
エ
ー
テ
ル
の
波
動
に

よ
る
こ
と
は
既
に
之
を
記
せ
り
、
今
之
を
音
響
に
比
較
せ
ん
、
音

響
も
波
動
な
れ
ど
も
其
波
動
は
空
気
分
子
等
の
波
動
な
り
、
音
響

波
動
の
媒
介
物
（
空
気
等
）
の
現
存
は
吾
人
実
際
之
を
知
る
と
雖

も
光
線
波
動
の
媒
介
物
（
エ
ー
テ
ル
）
の
現
存
は
吾
人
未
た
之
を

確
知
せ
ず

（
注
17
）
佐
藤
為
次
郎
編
『
医
学
生
受
験
用

物
理
書
』

吐
鳳
堂

近
代
に
発
明
さ
れ
た
万
葉
集
の
声
調
様
式
「
波
動
」（
田
中
）
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一
八
九
七
年

八
十
五
頁

第
五

波
動

〔
一
〕
水
ノ
波
動
ヲ
伝
達
ス
ル
原
因
及
波
動
ノ
定
則
ヲ
記
セ
ヨ

波
動
ノ
定
義

物
體
分
子
外
力
ノ
タ
メ
ニ
一
往
一
来
ノ
運
動
ヲ
起

シ
漸
々
相
順
列
ス
ル
所
ノ
諸
分
子
ニ
伝
達
ス
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
波
動

ト
云
フ

波
動
現
象
ノ
原
因

水
中
ニ
於
ケ
ル
波
動
ハ
物
體
ノ
落
下
ニ
由
テ

起
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ

（
注
18
）
矢
田
部
良
吉
『
新
体
詩
抄
』

丸
屋
善
七

一
八
八
二
年

序

文

（
注
19
）
北
村
門
太
郎
（
透
谷
）
『
エ
マ
ル
ソ
ン
』

民
友
社

十
二

文
豪
シ
リ
ー
ズ
第
六
巻

一
八
九
四
年

六
十
七
頁

Ｌ
，
６

（
注
20
）
久
米
邦
武
『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
實
記
』

博
聞
堂

一

八
七
九
年

（
注
21
）
森
鷗
外
『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』

「
昴
」
一
九
〇
九
年

七
月

「
そ
の
う
え
、
丁
度
空
気
の
受
け
た
波
動
が
、
空
間
の
隔
た
る
に

従
っ
て
微
か
に
な
る
よ
う
に
、
こ
の
心
理
上
の
変
動
も
、
時
間
の

立
つ
に
従
っ
て
薄
ら
い
だ
。」

（
注
22
）
夏
目
漱
石
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
一
九
〇
五

年
一
月

「
吾
輩
が
こ
の
際
武
右
衛
門
君
と
、
主
人
と
、
細
君
及
雪
江
嬢
を
面

白
が
る
の
は
、
単
に
外
部
の
事
件
が
鉢
合
せ
を
し
て
、
そ
の
鉢
合

せ
が
波
動
を
乙
な
と
こ
ろ
に
伝
え
る
か
ら
で
は
な
い
。」

（
注
23
）
夏
目
漱
石
『
幻
影
の
盾
』

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
一
九
〇
五
年

四
月

「
見
る
間
に
次
へ
次
へ
と
波
動
が
伝
わ
る
様
に
も
あ
る
。
動
く
度
に

舌
の
摩
れ
合
う
音
で
も
あ
ろ
う
微
か
な
声
が
出
る
」

（
注
24
）
森
鷗
外
「
仮
名
遣
意
見
」「
臨
時
假
名
遣
調
査
委
員
會
議
事
速

記
録
」
一
九
〇
九
年
一
月

「
又
近
世
復
古
運
動
が
起
り
ま
し
て
も
、
此
波
動
は
餘
り
廣
く
は
世

間
に
及
ん
で
居
な
い
に
違
ひ
な
い
。」

（
注
25
）
森
鷗
外
『
カ
ズ
イ
ス
チ
カ
』「
三
田
文
学
」
一
九
一
一
年
二
月

「
え
え
。
波
動
は
あ
り
ま
せ
ん
。
既
往
症
を
聞
い
て
見
て
も
、
肝
臓

に
何
か
来
そ
う
な
、
取
り
留
め
た
事
実
も
な
い
の
で
す
。
酒
は
ど

う
か
と
云
う
と
、
厭
で
は
な
い
と
云
い
ま
す
。
は
て
な
と
思
っ
て

好
く
聞
い
て
見
る
と
、
飲
ん
で
も
二
三
杯
だ
と
云
う
の
で
す
か

ら
、
ま
さ
か
肝
臓
に
変
化
を
来
す
程
の
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
栄
養
は
中
等
で
す
。
悪
性
腫
瘍
ら
し
い
処
は
少
し
も
あ

り
ま
せ
ん
」

（
注
26
）
今
井
邦
子
『
萬
葉
集
講
座
』
第
一
巻
（
作
者
研
究
編
）「
額
田

女
王
研
究
」

春
陽
堂

一
九
三
三
年
二
月
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此
歌
の
如
き
内
容
の
場
合
大
抵
の
人
は
初
句
よ
り
絶
叫
的
語
調
を

以
て
起
し
來
る
が
普
通
で
あ
る
の
に
第
一
句
に
枕
詞
を
お
き
、
第

三
句
に
枕
詞
を
お
き
第
一
句
よ
り
第
四
句
ま
で
に
二
句
の
枕
詞
を

使
用
し
た
る
爲
に
、
初
め
四
句
は
如
何
に
も
悠
揚
た
る
語
調
に
な

つ
て
奔
ら
ん
と
す
る
思
ひ
を
差
控
へ
て
靜
か
に
し
て
ゐ
る
趣
が
あ

る
。
と
、
そ
の
調
子
の
内
容
に
觸
れ
て
言
は
れ
た
言
葉
の
な
か

に
、
歌
人
は
深
く
學
ぶ
處
が
あ
る
と
思
ふ
。
し
か
も
三
の
句
で

「
三
輪
山
の
」
と
急
呼
せ
ず
「
三
輪
の
山
」
と
の
の
一
言
を
挿
入

し
た
爲
に
語
調
を
莊
重
に
し
そ
れ
が
五
句
以
下
の
激
情
を
切
つ
て

落
し
た
瀧
の
樣
な
烈
し
い
波
動
を
い
た
づ
ら
に
騷
が
し
く
せ
ず
に

一
層
力
強
い
も
の
に
響
か
せ
て
く
る
と
い
ふ
樣
な
點
に
左
千
夫
は

深
く
留
意
し
て
ゐ
る
の
に
も
教
へ
ら
れ
る
。

（
注
27
）
島
木
赤
彦
『
萬
葉
集
の
鑑
賞
及
び
其
批
評
』（
ア
ラ
ラ
ギ
叢
書

第
二
十
一
編
）
岩
波
書
店

一
九
二
一
年
十
一
月

講
談
社
学
術

文
庫

一
九
七
八
年
二
月

（
注
28
）
島
木
赤
彦
『
歌
道
小
見
』（
ア
ラ
ラ
ギ
叢
書
第
16
編
）
岩
波
書

店

一
九
二
四
年
六
月

（
注
29
）
茂
吉
は
、
仏
典
の
く
り
か
え
し
の
例
と
し
て
『
仏
説
阿
弥
陀
経
』

を
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
げ
て
い
る
。

成
就
如
是

功
徳
荘
厳

成
就
如
是

功
徳
荘
厳

成
就
如
是

功
徳
荘
厳

福
徳
因
縁

得
生
彼
国

応
当
発
願

生
彼
国
土

一
切
諸
仏

所
護
念
経

一
切
諸
仏

所
護
念
経

一
切
諸
仏

所
護
念
経

（
注
30
）
島
木
赤
彦
『
萬
葉
集
の
鑑
賞
及
び
其
批
評
』
27
「
三
輪
山
を
然

も
隠
す
か
雲
だ
に
も
情
あ
ら
な
む
隠
さ
ふ
べ
し
や
」
の
調
子
に
つ

い
て
言
っ
た
語
。（

た
な
か

の
り
こ
・
近
畿
大
学
非
常
勤
講
師
）

近
代
に
発
明
さ
れ
た
万
葉
集
の
声
調
様
式
「
波
動
」（
田
中
）
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